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 おかげさまで、島田療育センターはちおうじ（島は

ち）は開設15周年を迎えます。年間延べ1万人を超え

る子どもたちとご家族を迎え、「輪を和でつなぐ」理

念のもとに、地域の医療・教育・福祉と連携しなが

ら、子ども一人ひとりの可能性を信じ、その子らしい

育ちに寄り添うことを大切にしてきました。この15年

目の節目に、これまでの歩みを見つめ直し、今後も歩

み続けるための一歩として、第11回島はちセミナーを

開催します。テーマは「わたしたちが大切にしている

こと」。11月15日（日）、東京たま未来メッセに

て、療育のエキスパートである島はちの各専門職が、

日々の臨床で培った知見をもとに、子どもたちとご家

族への支援についてお話しします。参加費無料、後日

配信視聴も可能です。医療・教育・福祉関係者の方、

ご家族の方も、ぜひご参加ください。当日、皆さまに

お会いできるのを楽しみにしています。  

【所長 白井育子】 

お申し込みはこちらよりどうぞ！ ➡ ➡ ➡ 

 第11回島はちセミナー実行委員長のリハビリテーション科の黒川です。 

 島はちセミナーは2012年から開催しており、これまでは主に外部から講師をお招きし、さまざまな

テーマについて学ぶ機会として開催してまいりました。今年度は私が実行委員長を務め、実行委員会の

メンバーとともに今回のセミナーを企画いたしました。 

 島田療育センターはちおうじは、今年で開設15年を迎えます。この節目の年に地域との「つながり」

をより深めるとともに、当センターをより多くの方に知っていただきたいと考えました。 

 そこで今回は、これまでとは趣向を変え、当センターで働く各職種のスタッフが講師となり 

「わたしたちが大切にしていること」をお伝えする内容としました。 

障がいのある子どもたちへの支援について、地域や関係機関の皆様と一緒に考え、互いの理解を深める

機会にしたいと考えています。当センターの基本理念である「輪を和でつなぐ」にもあるように 

人と人とのつながりが、より良い支援につながると私たちは信じています。 

 今回は、会場での対面参加に加え、後日オンデマンドでご視聴いただける枠も設けました。 

当日のご参加が難しい方にもお申し込みいただけます。 

 今回のセミナーを通して、新しいつながりが生まれること。そして、これまでのつながりがさらに深

まり、その先に子どもたちの笑顔が増えていくことを願っています。 

 ぜひ多くの皆様にご参加いただけましたら幸いです。     

                             【リハビリテーション科 黒川洋明】 



  ●一般小児診療(発熱などの急性症状や喘息・湿疹などの慢性症状の診療) 

 ●予防接種（定期予防接種、任意接種も接種可能です） 

 ●乳児健診（定期の健診、体重増加不良などの経過フォローも行っています） 

 ●こども相談外来（お子さまの気になることを何でもご相談いただけます） 

 ●チック外来（チック症に関するご相談） 

 ●サポート外来（療育外来受診中で、医療的ケアが必要な方のための外来です） 
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       島田療育センターはちおうじ 

〒193-0931 
東京都八王子市台町4丁目33番13号 

☎042-634-8511（代表） 

編集/島田療育センターはちおうじ 広報活動委員会 

えみんぐの受診歴がある場合、一般小児診療のご予約はwebからお取り

いただけます 

その他の外来はお電話か窓口で、必ずご予約をお取りください  

「ファミリーフェスinはちおうじ みんなのキャンバス2026』で島はち

が出店します！だれでも参加できるゲーム屋さんを予定しています。    

もしお見かけになられましたら、お寄りください。 

開催日：2026年10月31日（土）10:00～16:00 

主催：NPO法人dattochi home（ダットッチホーム） 

後援：八王子市など 

HP：https://minnanocanvas.com/ 

 

     台町4丁目夏祭りに参加しました 

 今年も台町のお祭りの季節が訪れ、島はちスタッフも台町の一員として参加させていただきました。 

毎度おなじみ綿あめとポップコーンの準備をして会場に向かいましたが、今年のポップコーンは文字通り

一味も二味も違います。様々なフレーバーを用意し、しゃかしゃかポップコーンとして販売。これが今年

の大当たりで、味も色々で楽しいことに加えて、事前に袋に用意ができ、職員が分担しながら袋詰めして

いく様子は和気あいあいとしていました。いざお祭りが始まるとあれよあれよと売れてしまい、結局長蛇

の列になってしまったのはご愛敬でしょうか。準備の時から声をかけてくださる台町の方々に助けられな

がら、今年も無事に職員も楽しみながら参加することができました。 

 盛り上がる舞台上、楽しそうな子どもたちや、そんな子どもたちを見守る大人たち。今年も台町の皆さ

んのエネルギーに圧倒されつつ、そのパワーを分けてもらうような、そんな台町のお祭り。来年も楽しみ

にしたいと思います。                             

【通所科 兒玉裕】 


